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	１　総　 論
	公立大学法人横浜市立大学（以下、法人という）は、国際都市横浜における都市社会のインフラとして機能し、本市が有する市民の誇りとなる大学を目指し、「教育重視・学生中心・地域貢献」を目標達成の基本方針に掲げ、市が示した第２期中期目標をもとに策定した中期計画に基づき取組を進めている。
	このたびの中間期の評価は、今期目標期間（平成23～28年度）の前半３年間が経過したことを受け、当委員会として法人による自己点検及び自己評価をもとに、今期の目標達成に向けた進捗状況や解決すべき課題への対応、さらには環境変化に伴う想定外の状況への対応等について客観的な立場で評価を行なうとともに、第３期の中期目標（計画）の策定に向けての準備の一環と位置付けることを目指して行った。
	総体的な評価としては、大学の教育研究等の質向上への取組、附属２病院に関する目標達成への取組、法人経営に関する取組の各分野において着実な成果が見られ、概ね順調な進捗状況と評価しており、環境変化に伴ういくつかの想定外の状況に対する積極的な対応も評価したい。
	大学の教育研究等の質の向上に関する取組では、国際総合科学部でのコース再編、文部科学省「地（知）の拠点整備（COC）事業」への採択、英語教育の充実、医学部での教室再編の実施や教育体制の強化、先端医科学分野等での研究の着実な進展及び外部研究費の獲得などで大いに成果をあげている。今後に向けては医学教育の国際基準への対応、受入留学生数の拡大を含む大学全体の国際化の推進、大学院改革等の成果を期待したい。
	附属２病院に関しては、現場医療の責任を確実に果たしつつ、救急医療、政策的医療、高度先進医療、地域医療連携の推進への取組など、附属２病院の役割分担も踏まえた取組が着実に進んでいる。なお、医療の安全管理について、再発防止に向け事故の教訓が風化することのないよう病院全体での安全管理体制や意識改革の徹底などの取組を引き続き着実に継続していくことを期待する。
	法人の経営に関する取組では、ほぼ定着しつつある公立大学法人制度という新しい制度のもと、理事長と学長の緊密な連携によりガバナンスの強化に向けた各種取組や財務内容の改善への取組、人材育成の強化や人事制度の改善、学生や教職員の健康管理体制の充実も進み、法人経営の基盤強化に向けた取組が進んでいる。今後、自然災害や事故など危機管理対策の一層の推進、個人情報保護への取組の強化、コンプライアンス意識の徹底にさらに強力に取組み、市民の信頼の一層の向上につながる継続的な努力を期待したい。
	少子化に伴う18歳人口の減少や社会のグローバル化の加速など、大学を取巻く社会環境の変化は今後ますます厳しさを増していくことが予測される。法人が市や県域にとどまらず広く社会全体に国際競争力のある魅力的な大学としてその存在感を大きく発揮していくことを目指し、理事長・学長のリーダーシップのもと、今期計画の達成に向けた取組の加速と、第３期に向けて環境変化を的確に見極めた積極的取組の推進を期待したい。
	２　各　 論
	（１）大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための取組
	ア　評　価
	中期目標・中期計画の達成に向けて、概ね順調に進んでいると認められる。
	今後、大学全体の国際化の推進、学生のモラル教育への一層の取組を期待したい。
	イ　上半期の実績のうち注目される主な取組
	《教育に関する取組》
	・医学部医学科で、入学定員増に対応した教育の円滑化を目的に新たに医学教育センターを設置した。
	・図書館を中心に効率的な学術情報資料の購入や図書館の利用しやすい環境の整備を進めた。
	・グローバル都市協力研究センターを設置し、アカデミックコンソーシアム事業等を着実に推進している。
	・Practical English（PE）において、英語力の底上げにつながる取組を行い、PE合格後の英語教育については、平成23年度にAdvanced Practical English（APE）を正規科目化し、継続的な英語教育を進めている。
	・国際総合科学部のコース再編に伴い、新たに４学系・12コースの設置を行った。また、各コースにおいて、コース再編後の学部・大学院一貫教育を考慮したカリキュラムを策定した。
	・海外フィールドワーク支援プログラムの充実に努め、参加学生数が、毎年、増加した。
	・地域医療の現状理解や地域医療への定着を目指す教育の推進など、医師不足診療科などを考慮した教育の充実に向けた取組を行った。
	・国家試験の合格率について実力試験、模擬試験のほか習熟度の把握、個別指導の徹底、学習計画の指導等により「医師国家試験」及び「看護師国家試験」において高合格率を達成している。
	・生命医科学研究科を設置し、理化学研究所及び産業技術総合研究所との連携大学院も開始している。
	・研究水準の向上と外部研究費の獲得拡大について、戦略的な取組により、外部研究費獲得額が平成23年度から３年連続して過去最高を更新している。
	・文部科学省「地（知）の拠点整備（COC）事業」に採択され、教育、研究、社会貢献等大学の活動全体を通じて地域志向の大学を目指す具体的取組をスタートさせた。
	・先端医科学研究センターにおける研究活動が順調に進展し、イノベーションシステム整備事業など文部科学省の大型研究費を継続的に獲得するとともに、JSTの再生医療実現拠点ネットワークに採択される等の成果を挙げている。
	・京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区事業に認定されている研究は10プロジェクトにのぼり、平成25年度新たに２プロジェクトが経済産業省の補助事業として研究開発をスタートさせた。
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